
音声アシスト用無線電話装置 

視覚障がい視覚障がい者の歩行援助用として制定された音声アシスト用無線規格に対し、独立行政法人情報通信研究機構者の歩行援助用として制定された音声アシスト用無線規格に対し、独立行政法人情報通信研究機構(NICT)(NICT)が、が、
FMFMラジオで受信できる町内への音声同報用途との共用を図る可能性を検討するため、ラジオで受信できる町内への音声同報用途との共用を図る可能性を検討するため、FTLFTLでは、実験用の音声アシスト用では、実験用の音声アシスト用
無線電話装置を開発しました。無線電話装置を開発しました。  
この音声アシスト用無線電話装置は、平成この音声アシスト用無線電話装置は、平成2222年年44月月1919日に技術基準適合証明を受けました日に技術基準適合証明を受けました。。  
NICTNICTはこの装置により検証を続け、同規格の用途拡大に向けた基礎データを積み上げていく予定です。はこの装置により検証を続け、同規格の用途拡大に向けた基礎データを積み上げていく予定です。  

Copyright(C) 2010 Future technology laboratories all right reserved. 

技術基準適合証明を受けた技術基準適合証明を受けた  
FTLFTL製音声アシスト用無線電話装置製音声アシスト用無線電話装置 

特定小電力無線のため、免許や資格は不要です。 

FMFMの高音質な同報通信が可能で、半径約の高音質な同報通信が可能で、半径約500m500m程度の範囲で受信程度の範囲で受信  
  できます。できます。 

 
給水車が到

着しました。 

避難所となっている小学校 
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着しました。 

カーラジオで受信 

自宅のラジオで受信 

注） 送信周波数がFM放送帯（76～90MHz）からわずかに外れているため、市販の目盛チューナ
式FMラジオでは受信できますが、携帯音楽プレーヤなどに内蔵されているデジタル選局式FMラ
ジオでは受信できません。 
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